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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文は骨造山帯深部でほぼ同時に生ずる変形作用と変成作用の問の関係をラ日立地方に分布す
る変成岩類を例として追究したものでヨ以下のような内容の成果を含んでいる。
　（1）日立変成岩類の構造を野外調査によって明らかにした。その結果、この地域の変成岩類はほ
ぼ北北東一南南西の摺曲軸をもつ一連の橘曲構造をつくっていることが分かった。
　（2）この地域の全域にわたってラ前記の大橘曲に伴い微細な変形組織が普遍的に発達する。さら
にヨ変成度の増大に伴いヨこの変形組織の形態と内部組織は変化する。本論文では主として砂岩中
における石英粒子ラ結晶質石灰岩中における斑状方解石粒子の形態と内部組織が取り扱かわれた。
　（3）上記粒子は変成度の低い地域では粒子周縁部の溶解と沈積が主たる変形過程であるのに対し，
変成度の上昇と共に粒子内部に微少な亜領域を生じてくることが明らかにされた。
　（4）以上の組織の変化と共に粒子の外形の変化も進行する。その形態定向配列は全体の摺曲軸と
平行であるが、個々の小榴曲内の位置とは無関係に一定方向をとる。このことは、全体の歪場が個々
の摺曲と関りなく全体として一定であることを示している。
　（5）以上の変形は種々の物理条件に依存することが考えられるが、ここでは申でも応力と温度が
主たる関数であることが示されヨそれに基づいて応力σと温度丁の関数f（σヨT）＝1である線を地質
図上にひくことができることを示した。
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　（6）さらにラこのような変形組織を生ずるにいたった温度1応力を量的に推定することを試みた
がラこれは未だ試行の域に止まっている。
審　　査　　の　　要　　旨
　造山運動を構成する主要な現象のうち，変形作用と変成作用は従来別個に研究される傾向があり害
両者の関係はまだほとんど理解されていない状態である。本論文はこの問題に対して、変成作用と
同時に進行したと思われる変形作用の過程を、微小変形組織を用いて明らかにしラかつ両者の関係
をも明らかにしようと試みたものである。この視点からするとヨ本論文のもつ意義としては次の2
点があると考えられる。
　（1）摺曲を主とする変形構造が明らかな地域においてヨ変形構造の細部とは無関係でありヨ全体
の物理条件の変化に主として対応するような微小変形組織が存在する。その形態と組織は変成度の
上昇に対応して変化し，高変成地域に向かい定方位配列と内部細粒化が進行する。
　（2）以上の変形は主として応カと温度の変化に対応し害それに従って変形のメカニズムも変化す
る。このことを利用して、特定の変形組織から変形時の外的条件，特に応力と温度の定量的推定が
可能であることが示された。
　よってヨ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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